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10 mm) 2 本を埋入した。モデルは 2 本のインプラントを平行に植立したものと、遠心のインプラントを 50 、 100 と
近心、あるいは舌側に傾斜させたものを作製した。それぞれの上部構造は校合面が平坦なものをコントロールとし、
遠心に 50 、 100 の日交合轡曲を付与したものを作製した。ひずみゲージは各インプラントのアバットメントの近遠心頬
舌表面に 4 枚貼付した。




実験 2) 3 次元有限要素モデ、ルによる解析
? ??
構造解析プリソフト PatranVersion 2001 (MSC 社製)を使用してインプラント一顎骨の三次元有限要素モデルを
作成し、構造解析ソフト NastranVersion 2001 (MSC 社製)によりモテ、ルの応力解析を行った。インプラント-顎
骨モデ、ルは下顎大臼歯部に 2 本のインプラントを埋入したものを想定し、実験 1 と同様に遠心側のインプラントの植
立方向を変化させて、インプラントとインプラント周囲骨に分布する応力を解析した。
【結果と考察】
実験 1 ) 
平坦な吹合面形態の上部構造を装着し、垂直荷重を与えた場合には、遠心側インプラントを近心傾斜させた方が、
平行に植立した場合よりも大きなひずみが生じた。校合轡曲を付与した上部構造体を装着し傾斜荷重を与えると、遠
心側インプラントを近心傾斜させた方が、平行に植立した場合よりも、近遠心側双方のインプラントにおいて近遠心
方向に生じるひずみは小さくなった。
また、遠心側インプラントを舌側傾斜させた場合と平行に植立した場合とで比較すると、舌側荷重では頬舌方向の
ひずみは小さくなったが、頬側荷重ではひずみは大きくなった。
実験 2)
遠心側インプラントを近心傾斜したモデル、あるいは近心かっ舌側に傾斜して植立したモデルでは 2 本のインプラ
ントを平行に植立させた場合と比較してインプラントに生じる応力の値は小さくなり、周辺の顎骨における応力も減
少した。また、応力分散の傾向にも変化が認められた。
以上のことにより、下顎臼歯部に 2 本のインプラントを植立する際に、遠心側インプラントを天然歯根と同程度に
近心へ傾斜させて植立することは応力分散の面で生体力学的に有利となるが、舌側に傾斜させて植立することは上部
構造へ付与する校合によって過重負担となる可能性のあることが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
本研究は、下顎臼歯部インプラントに傾斜角度を与えて植立することの力学的な影響について、模型実験ならびに
三次元有限要素モデ、ルを用いて検討したものである。
その結果、天然歯根と同程度の近心傾斜では応力分散は望めるが、舌側傾斜では過重負担となる場合があることが
明らかとなった。
以上のことから、本研究はインプラント治療の生体力学的な見地からの検討に重要な示唆を与えるものであり、博
士(歯学)の学位授与に値するものと認める。
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